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自治体広報紙等活用版 

【秋の全国交通安全運動】 

運動期間 令和７年９月 21日(日)から９月 30日(火) 

     ○「交通安全意識を高める日」    ９月 21日(日) 

     ○「交通事故死ゼロを目指す日」    ９月 30日(火) 
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● 「おもいやり横断歩道」に指定された横断歩道には、下図のようなシートやステ 

ッカーが示されています。 

● 「渡れない横断歩道の情報提供メール BOX」により提供された情報や、各警察署の      

管内の交通情勢、住民の要望等により交通安全対策が必要と認められる横断歩道の  

うち、主に子どもが登下校時に通学路として利用する横断歩道を中心に県下 61か 

所（令和７年 1月末現在）が指定されています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもいやり横断歩道を指定 
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横断歩道合図（アイズ）運動に横断歩道手前減速運動をプラス! 

● 横断歩道合図（アイズ）運動 

 横断歩道を渡る場合、歩行者は手を上げて運転者に横断合図（手を上げる動作と   

アイコンタクト）をしましょう！ 

ドライバーは、確実に一時停止して歩行者に対して「渡ってください」の動作と 

アイコンタクトで合図をしましょう！ 

 

 

 

 

 

● 横断歩道手前減速運動 

ダイヤマーク（この先に横断歩道または自転車横断帯があること）を見たらアク  

セルから足を離し、その先の横断歩道に歩行者等がいた場合に確実に停止できる準  

備をしましょう！ 

※歩行者がいないことが明らかでない場合も同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者にも守るべき交通ルールがあります。 

正しく安全な横断をして、自分の命を守りましょう。 

 

 

 

 

 

横断歩道合図(アイズ)運動プラス推進中！！ 

正しい横断方法できていますか？ 

１ 横断歩道を使って横断しましょう。 

２ 斜め横断はやめましょう。 

３ 車の直前直後横断はやめましょう。 

４ 横断禁止場所は渡ってはいけません。 

５ 信号は守りましょう。 
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早朝、薄暮、夜間等に外出する際は 

明るい服装（白色、黄色等）と反射材を着用しましょう。 

 

  

明るい服装と反射材の活用 



- 5 - 

          

 

■ 目的 

ドライバーの横断歩道での歩行者優先意識を徹底するため、事業者が「横断歩道    

歩行者優先宣言」を行い、宣言書を事業所等に掲示するとともに、その内容を実践   

することにより社会全体で横断歩道での歩行者優先意識の向上を促していきます。 

■ 対象（県内の事業所） 

トラック、タクシー、バスの運輸･運送関連事業所などのほか、業務車両を所有す  

る全ての事業所です。 

■ 募集方法 

● 兵庫県県民生活部くらし安全課交通安全対策班への応募 

兵庫県ホームページに掲載の「横断歩道 歩行者優先宣言」賛同ページ(電子

申請システム）にアクセスして、必要事項を直接入力・選択し応募する方法と、

賛同書（様式１号）に必要事項を記入（入力）し、応募先までメール又はＦＡＸ

で送付する方法があります。 

後日、賛同書に記入されたご住所に、宣言書を郵送します。 

● 警察署交通課窓口（交通総務係）への応募 

  賛同書を近くの警察署へ持ち込み、申し込むことができます。 

賛同書をお持ちでない場合、窓口の警察官に申し出てください。 

後日、警察署から宣言書をお渡しします。 

 

 

 

  

「横断歩道 歩行者優先宣言」賛同事業所の募集 

【応募先】 

〒６５０－８５６７(固定郵便番号のため住所省略可) 

神戸市中央区下山手通５丁目 10番１号 

兵庫県県民生活部くらし安全課交通安全対策班 

TEL ：０７８－３６２－３８７９（直通） 

FAX ：０７８－３６２－４４６５ 

MAIL：seikatsuanzen@pref.hyogo.lg.jp 
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ドライバーは夕暮れ時の早めのライト点灯を実践し、ハイビームを活用して歩行者

や自転車の早期発見に努めましょう。 

季節 点灯推奨時間 

秋季・冬季（９月～２月） 午後４時 

春季（３月～５月） 午後５時 

夏季（６月～８月） 午後６時 
■ ハイビームとロービームの違い 

 ● ハイビーム（上向き）･･･正式名称は｢走行用前照灯｣ 照射距離約 100 メートル 

 

 

 

 

 

 

 

● ロービーム（下向き）･･･正式名称は「すれ違い用前照灯」 照射距離約 40 メートル 

 

 

 

 

 

 

 

※ 注意点 

    ハイビームは他の車両等を眩 惑
げんわく

させるおそれがありますので、対向車と行  

き違うときや他の車の直後を通行するときは、前照灯を減光するか下向き(ロ

ービーム)に切り替えましょう。  

ハイビームの活用 ～原則ハイビーム～ 

 
１ 暗い道で対向車や先行車がいない場合は、ハイビームを活用 

２ 交通量の多い市街地などを走行する場合や対向車や先行車がいる場合は、

ロービームに切り替えて走行 

※ 対向車が自転車の場合も確実にロービームに切り替えましょう。 

３ 夜間は視界が悪くなるとともに、スピード感覚が鈍るため、昼間より速度

を落として運転 

夜間の安全運転のポイント 
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■ 目的 

 飲酒運転を許さない兵庫づくりを推進するため、酒類等を提供する事業者等が自  

主的に飲酒運転の根絶に向け、「飲酒運転追放宣言」を行うとともに、宣言書を店  

内等に掲示することにより、関係者の主体的な取組を広くアピールして、社会全 

体で飲酒運転は許さないという気運を醸成します。 

■ 対象（県内の事業所） 

 飲食業、酒販業、駐車事業及び運送業など酒又は車両を取り扱う 

■ 募集方法 

● 兵庫県県民生活部くらし安全課交通安全対策班への応募 

兵庫県ホームページに掲載の「飲酒運転追放宣言」賛同ページ（電子申請シス  

テム）にアクセスして、必要事項を直接入力・選択し、応募する方法と、兵庫県 

ホームページに掲載の賛同書（様式１号）に必要事項を記入（入力）し、応募先 

までメール又はＦＡＸで送付する方法があります。 

後日、賛同書に記入されたご住所に、宣言書を郵送します。 

● 警察署交通課窓口（交通総務係）への応募 

賛同書を近くの警察署へ持ち込み、申し込むことができます。 

賛同書をお持ちでない場合、窓口の警察官に申し出てください。 

後日、警察署から宣言書をお渡しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「飲酒運転追放宣言」賛同事業所の募集 

【応募先】 

〒６５０－８５６７(固定郵便番号のため住所省略可) 

神戸市中央区下山手通５丁目 10番１号 

兵庫県県民生活部くらし安全課交通安全対策班 

TEL ：０７８－３６２－３８７９（直通） 

FAX ：０７８－３６２－４４６５ 

MAIL：seikatsuanzen@pref.hyogo.lg.jp 
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兵庫県警察ホームページにおいて 

・ 飲酒運転情報提供メール 

・ あおり運転情報提供メール 
が運用されています。 

悪質・危険な飲酒運転やあおり運転を絶対に許さないためにも情報提供をお願いし

ます。 

※ 緊急性がある場合は、110番通報をお願いします。 

※ 自転車・特定小型原動機付自転車も飲酒運転になります。 

 

  

飲酒運転情報提供メール等の利用 
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自転車関連の交通事故件数・傷者ともに減少傾向にある一方で、死者数は増加して

います。 

自転車が関係する交通事故の多くは、一時不停止を始めとする何かしらの交通違反

が認められることから、自転車利用者に対する交通ルール・マナーの周知徹底が必要

です。 

また、道路交通法の一部改正（令和５年４月１日施行）により、全ての自転車の運

転者と同乗者が乗車用ヘルメットの着用に努めなければならないこととなっていま

す。 

自転車利用時は乗車用ヘルメットの着用を！ 

 

  

  

自転車の交通安全 

自転車の交通事故の防止 

【県下の事故件数及び自転車関係事故発生状況】 

自転車利用に関する法改正 

自転車が当事者となる事故については、自転車側に一時不停止や信号無視等の法

令違反が認められることから、自転車利用時には交通ルールをしっかり守りましょ

う。 

令和６年 11 月 1 日には自転車運転中の携帯電話の使用等の禁止、酒気帯び運転

の罰則規定が整備されました。さらに、令和８年５月までには 16 歳以上の運転者

を対象に信号無視等の交通違反に反則金の納付を伴う「青切符」による取締り等が

導入されます。 

今一度、交通ルールを確認していただき安全運転をお願いします。 
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１ 車道が原則、左側を通行 

  歩道は例外、歩行者を優先 

２ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認 

３  夜間はライトを点灯 

４ 飲酒運転は禁止 

５ ヘルメットを着用 

自転車安全利用五則を守ろう！ 

改正道交法 2024 のポイント～自転車の交通ルールが変わりました～ 

 
１ 反則金を導入(2026年４月１日施行予定) 

16歳以上の信号無視や一時不停止等は交通反則通告制度(反則金納付)の対象に 

 

２ 罰則の強化(2024年 11月１日施行) 

  自転車運転中の携帯電話使用等の禁止、酒気帯び運転の罰則規定を整備 

 

３  安全確保(2026年４月１日施行予定) 

  自動車が自転車の右側を通過する場合※１ 

  自動車は、その間隔に応じた安全な速度で進行すること 

  自転車は、できる限り道路の左側端に寄って通行すること 

                 ※１ 自動車と自転車の両者の間に十分な間隔がない場合をいいます 
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ペダルとモーターを備える車両であって、スロットルが備えられており、モーター

のみで走行させることができるものや、駆動補助機付自転車（いわゆる電動アシスト

自転車）のアシスト比率の基準に適合しないものは、「自転車」ではなく「一般原動機

付自転車」や「自動車」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペダル付き電動バイクは自転車ではありません！！ 
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兵庫県におけるシートベルトの着用率は、全国平均を下回っている状況です。 

自分や同乗者の命を守るためにも、後部座席におけるシートベルトをはじめとする

全ての座席のシートベルトの着用をお願いします。 

 

【令和６年シートベルト着用調査結果】 

  

 

 

 

 

令和６年のチャイルドシート使用率の全国平均は 78.2％、兵庫県は 73.0％とな 

っています。 

チャイルドシートを使用することはもちろん、チャイルドシートの確実な装着や

ハーネス（肩ベルト）をしっかりと締める等の適正な使用をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての座席のシートベルトの正しい着用とチャイルドシートの適正な使用の徹底 

シートベルトの着用率 

チャイルドシートの使用率 

46.8%

一般道路

高速道路等

運転者

助手席同乗者

後部座席同乗者

運転者

助手席同乗者

後部座席同乗者

98.9%

98.8%

79.7%

95.7%

62.6%

兵庫県の着用率

99.2% 98.8%

96.8% 96.2%

99.6%

全国の着用率

45.5%
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 ６歳未満の子どもに対してはチャイルドシートを使用することはもちろん、チャイ

ルドシートの確実な装着やハーネス(肩ベルト)をしっかり締める等の適切な使用を

お願いします。 

 また、体格等の事情によりシートベルトを適切に着用することができない場合は、

６歳以上の子どもであってもチャイルドシートの着用をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シートベルトの正しい着用とチャイルドシートの適切な使用の徹底 
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高速道路における逆走事案の約７割は 65歳以上の高齢者であり、逆走の約６割が

高速道路の出入口や JCTで発生しています。 

逆走は命にかかわる危険な行為です。 

標識や道路標示をしっかり確認し、逆走事故をみんなで防ぎましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《交通企画課》 

逆走に注意しましょう！～無くそう逆走～ 


